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ヴァシュガｰン油田･ガス1ヨ

ムィリジノガスコンデンセｰト円セｰヴェルノエ天

然ガス･油田ヴァｰフ油囲をとりあげてみる･

この油田･ガス固区(第1図)には単純構造型の34油

層3天然ガス層18ガスコンデンセｰド層(計32国)が

知られている.稼行されているものはない(1974年1

月1日現在第6表).

この油岡･ガス日ヨ区を代表する炭化水素鉱床として

第1図

ヴァシュガｰン油田･ガス囲

区の油困1ガス田の分布状況

⑯プｰジノ油田･ガスコン

デンセｰド田域

⑰ヴァシュガｰン油閏･ガ

スコンデンデンセｰド田

城

⑱アレクサンドロフスコエ

油田･ガス同ヨ城

ムィリジノガスコンデンセｰト田これは

トムスク州スレドニｰヴァシュガｰン部落の南東55

kmにありヴァシュガｰン地形ムィリジノ隆起体の中

央部のムィリジノ局地性ライズに胚胎されている(第5

･6図).その局地性ライズは軸方向がNE-SW規模

が15km×40kmヘツドが120mである.1964年にこ

のライズに対する探査試錐が始められその最初の試錐

で同年に本ガスコンデンセｰド岡が発見された.

基盤は生物源の石灰岩と変質した扮岩からなり1

号井ではその現岩が石灰岩層上に分布する･基盤岩

層表部には厚さ5m前後の風化殻が生じそれらをチ

ュメニ累層が蔽いその上にジュラ系上部続白亜系

第2図

ルギネツク天然ガス田の構造

一マリヤノフ累層B反射層

による構造図

1一等深度線

2一産ガス井
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第3図北ヴァシュガｰン天然ガス

田のJ1層のルｰフ層によ

る構造図

1一等深度線

2一産ガス井

3一天然ガス胚胎鉱画
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第4図中ヴァシュガｰン油岡のB

反射層による構造

黒点は産油井
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第5図ムィリジノガスコンデンセｰト円

一J1層のノトフによる構造

1一等深度線2一産=1ンデンセｰド井

3一ガスヨンデンセｰド胚胎鉱圃�
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策6表ヴァシュガｰン油田･ガス田区の油田天然ガス田

ガス=1ソデｰンセｰド田

油田･ガス岡名

発見年

産出層

の記号

'種類

の

記号

トラップ

のタイプ

の記号

滋蔽層

の層厚

ビｰン

の口径

�洩

産出量(1弁当り)

石油

(m8/目)

コンァン

セｰド

(m8/目)

天然ガス

(x1O錺

m8/目)

層圧

(たg/

�㈩

層温

(｡C)

満水界面

･ガス水

界面(ガ

ス油界

面)標高

(一m)

油柱･ガ

ス柱の商

さ

(㎜)

12.プｰ､ジノ油田･ガスコンデンセｰド田域

93.ヴユルフネガンバル1971�J�GC�PML�7�7,8�一�13.2�33.3�281�118�2,699�一

94.ミｰルノエ1970�Jl�OGC�ML�180�12.5�4.4�18.O�28.4�255�109�2,384�

����������

95.オスクニンスキｰ1970�J1�GC�PML�180�12.8�一�13.9�46.7�一�87�2,348�30

�J2�0�PL�5�一�一�■�■�一�93�一�`

�J3�GC�PL�10�9.1�一�一�55.9�一�98�■�i

�Jr�GC�PL�15�12.1�一�■�63.9�一�101�'�一

96.西オスタニ:ノスキｰ1972�J1�O�PM�200�121�50.6�一�5.1�252�88�2,372�14

97.ニシュネタパガン1973�J1�GCO�PL�80�一�一�■�■�一�■�一�一

�J昭�O�ML�54�6�21.6�■�1.95�259�82�2,585�15

98.ルギネツク1967�J1�GCO�PS�180�15.5�O.34�37.1�420�244�81�2,225�

����������

�J2�GC�ML�1O�12.8�一�39.3�344�245�一�2,244�`

､3.ヴフシュガｰン油田･ガスコンデンセｰド田域

99.シンガ1971�J1�O�ML�150��28.�一�2.�26�103�2,54�17

100.フェスチヴァｰリ(アイカゴル)1971�Jf�O�PL�1��21.�一�1.�35�12�3,OOO�40

101.南フェスチヴァｰリ1969�J1�GCO�PML�5�(1,750�1.�一�28.�1�}�一�一

102.南チュレムシャン1969�AV2�0�PL�3��3.�一�一�一�■�■�■

�BV1�O�PL�1�8�140.�■�2.9�223�82�■�,

103.ロモヴィ1970�Jl�O�PML�5��60.�一�25.1�■�一�2,621�100

104.北ヴァシュガｰン1964�Jl�GC�PML�220�22.�■�27.8�145.3�244�82�2,245�70

�J2�GC�ML�10�12.1��一�250�244�82�2,245�■

105.中ヴァシュガｰン�BV8-9�O�PM�4�(1,400)�1O�一�`�一�一�1,865�3

106.西クラスノヤルスキｰ1965�J1�0�PM�180�9.5�132.5�■�5.1�241�87�2,252�41

107.印ニュロｰルカ1965�J1�O�PML�190�8�9115�一�2�242�89�2,340�33

108.ムィリジノ1964�BV1o�GC�PML�12�12.5�一�38.4�864�208�68�2,O05�■

�BV16�GC�PML�40�12.7�一�68.5�366�225�72�2,141�一

�BV19�GC�PML�80�7.2�■�6.1�58.5�226�82�2,181�

���伉��〉㈲�������㈵����㌰��

�J2�GC�ML�5�18.7�一�10.O�128�242�80�2,220�一

109.南ムイリジノ.1967�BV8-o�0�PM�11�8�56�一�一�213�74�一�■

110.クリュチェフスキｰ1968�J1�0�PML�160�8�63.4�一�4.84�252�92�2,390�28

n1.ヴェルフネサラｰト1967�J1�0�PL�210�8.4�32.8�一�15.4�254�85�2,410�67

�J1�0�PML�2�8.4�32.8�一�15.4�254�85�2,410�60

�J2�GCO�ML�15�15.2�48.4�一�102.4�257�87�2,400�30

112､ブグラルィム1971�Jl�0�PM�200�3�8.2�`�4.6�242�86�2,361�5

14.アレタサｰンドロフスコエ油田･ガス田域
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ポノレデ'ンノエ1968

ニコｰリスコエ1970

チェバチエ1966

セｰヴェルノエ1962
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�AV4-5�G�PL�15�11.1�一�■�171.4�■�一�1,300�80

�BV5�G�PL�4�121�一�一�280.O�一�'�1,510�80

�BV6�O�PM�1�121�18.O�一�一�一�60�1,510�50

�BV7�O�PL�4�12.7�308�一�'�164�63�1,642�100

�BV1o-11�O�PS�20�20.0�38.O�一�O.22�160�68�1,713�60

�BV16�O�PL�40�8�30.7�一�1,85�183�73�1,794�'

117.北ヴァｰフ1967�Jl�O�PS�230�8�144�一�一�一�一�2,214�一

�J4�O�PL�30�6�24.7�一�一�一�一�2,280�■

118.ヴァｰフ1965�BV7�O�PL�5�20�183.4�一�一�163�72�1,633�6

�J1�O�PS�100�8�78.2�一�2.99�228�90�2,208�115

�J-1�O�PS�2�8�117�一�5.2�236�90�2,197�90

119.南ヴァｰフ1968�J1�O�PS�200�8�58.6�'�■�一�一�2,145�20

120.ヴァルトフスカヤ1968�J6�O�PL�10�8�103.O�■�48.1�■�92�2,500�'

121､リレイノエ1972�Jl�O�PM�200�8�42.0�一�1.4�254�93�2,411�20

122.ホプリャコフスキｰ1971�Jl�O�ML�300�8�60�■�4.1�241�80�2,392�80

123.ペルミャコフスキｰ1972�J1�0�ML�200�8�70�■�2.5�246�79�2,410�70

124.コリクエガｰン1971�J1�O�ML�180�8�37�■�■�235�97�2,350�50

�

�

�

古第三系が分布し新第三系を欠き漸新統上部階の上

に直接写さ10-15mの第四系が堆積している.この

ムィリジノガスコンデンセｰト田の堆積被覆層の総層

厚は2,523-2,691mである.

このガスコンデンセｰド田では深度2,090mから

2,434mに分布する5層のガスコンデンセｰド層が確認

ずみである(第2図･第6表参照).

J｡層ガスコンデンセｰド層はチュメニ累層上部層に属し

ムィリジノ局地性ライズの南側ドｰム部分にだけ発達し
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第6図

ムィリジノガスコン

デンセｰト円産出層の

地質断面

1-J1層BV1s層の

ルｰフによる等深

度線

2一(この図では間係

柾し)

3一試錐

4一砂岩

5一ガスコンデンセｰ

ト胚胎砂岩

6一泥岩･シルト岩

7一渥青質泥岩

8一油膜分布部

9一地震波反射層Pa

チ臓1H=

固1区コ2⊂≡回3区コ4区:三コ5

匿碧6匡ヨ7醸姦8巨≡]9團10

深度2,386-2,391mに存在している.そのドｰムの斜

面ではJ2層は泥層に変る.帽岩層はチュメニ累層上

部層の泥質層であり貯留層は砂岩である.

J1層ガスコンデンセｰト層はジュラ系上部統でナウナ

ク累層のルｰフに相当し地表下2,340-2,434mに存在

しJ1層は泥層とシルト岩の薄層を伴った灰色および

淡灰色の細粒質砂岩からなりその砂岩の開放孔隙率は

15-17%だが南東翼部から北西翼に向って高くなる.

透水度も同様な変化傾向を示し局地性ライズの南東翼

と頂部ではその砂岩の平均透水度が25-30ミリダノレ

シｰ北西斜面の一部では100ミリダノレシｰに達してい

る.帽岩層はゲオルギエフスキｰ累層バジェノヴ

オ累層クロムザｰ累層の泥岩層(層厚70-100m)である

がアチモヴィ層の砂岩を欠く部分では帽岩層の層厚

は160-200mと荏る.貯留層は砂岩で孔隙型貯留層

に属する.

BV､｡鰯ガスコスデンセｰト層(ベリアス階)はクロムザｰ

累層アチモヴィ層に胚胎されBV1g層は泥質岩の薄

層を爽有したレンズ状砂岩層からなっている.爽有さ

れる泥質岩の量は南に向って多くたりところによって

は砂岩が完全に泥層とシルト岩に変っている.貯留

層の砂岩の開放孔隙率は4-23%平均して14-17%

透水度は3-26ミリダルシｰである.

巫y16層ガスコンデンセｰト層(バランジュ階)はクロムザ

ｰ累層中部層に胚胎されBV16層の砂岩は局地性ライ

ズの北部に発達し南部では泥質岩に変っている.そ�
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の貯留層砂岩層の層厚は東に向って厚くなりBVユ6層

自体はシルト岩と粘土の薄層を爽有した細粒質および

雑粒質の砂岩で構成されその砂岩の開放孔隙率は5-

25劣透水度は50-150ミリダルシｰである.帽岩層

はクロムザｰ累層の泥質岩で厚さは40-45mであ

る.

RV.o層ガスコンデンセｰド層(バランジュ階)はクロムザ

ｰ累層の上部層に胚胎されBV1o層はムィリジノ局

地性ライズの全域にわたって分布する.同層の有効層

厚は同ライズの南西部に近いほど大きい.同層はシ

ルト岩と粘土層の薄層を伴った細粒質および雑粒質の砂

岩からなりその砂岩の開放孔隙率は2-29%平均22

-26劣透水度は1-1,779ミリダルシｰ平均して100

-150ミリダルシｰである.帽岩層はクロムザｰ累層

上部層の泥質層で厚さは12-16m貯留層はBV1o層

の砂岩である.

各産出層とガスコンデンセｰド層の試験採取井の産出

量をはじめとするパラメｰタは第6表にかかげてある

ので本文では重複を避けた.

逓Vユ｡.｡層油鷹(バランジュ階)はクロムザｰ累層の上部

層に属しBV1o-11層は粘土層とシノレト岩の薄層を爽有

した砂岩で構成されその有効層厚は局地性ライズの頂

部に向って大きくなり37-40%から70-80%に上昇す

る.帽岩層はクロムザｰ累層上部層の走向方向に厚さ

カ墳定した粘土層(厚さ20-25皿)貯留層は主として砂

岩層である.

招Y｡層油層(バランジュ階)はタｰラ累層中部層に属し

By?層は厚さ2-3工nの砂岩と粘土層からなる互層で

構成されている.帽岩層はタｰラ層の厚さ4-5mの

泥質岩貯留層は砂岩である.この油層がセｰヴェル

ノエ天然ガス･油日目の中でもっとも重要な稼行対象とな

るべきものと評価されている.

BV｡層油癩(バランジュ階)はタｰラ累層の最上位層中

にありBV6層は局地性ライズ全体に拡がりその層厚

は15-27mで西翼部よりも東翼部の方が厚い.帽岩

層はヴァルトフスカヤ累層下部層の泥質岩貯留層は

砂岩である.

セｰヴェルノエ天然ガス･油田これはオ

フテウリエフ天然ガス･油田ともいいデァｰフ川の左

岸アレタサンドロヴォ部落の北東50kmに位置しア

レタサンド回ヴォ地形クリヴォノレツキｰ隆起体北東部で

の反射法地震探査で!957年に把握されたオフテウリェ

フ局地性ライズに胚胎されている.この局地性ライズ

の軸方向はNE-SWヘッドは100nユ項1部は東側にか

なり寄っている.

この局地性ライズに対する探査試錐は1962年に開始さ

れ同年に最初の試錐で本天然ガス･油田が発見された.

基盤は石灰岩からなりその上にチュメニ累層さら

にその上にジュラ系上部統白亜系古第三系が堆積し

新第三系を欠き一部に厚さ最大40皿の第四系永のって

いる.この天然ガス･油田における堆積被覆層の総層

厚は2,230m･から2,630m･に達している.

この天然ガス･油目ヨは今のところ3天然ガス層

1天然ガス･油層4油層の計8層からなりそれらの

分布深度は地表下413mから深いもので1,880mである

(第6表参照).

逓y｡層天然ガス層(バランジュ階)はヴァノレトフス

カヤ累層の下部層に胚胎されBV5層は粘土の薄層を伴

った砂岩で構成されその粘土層の量は東にいくほど多

くなる.帽岩層はヴァノレトフスカヤ累層の泥質岩(厚

さ4-10m)貯留層は砂岩である.第6表中のガス水

界面の標高はまだ確定的なものではない.

A帆.｡層天然ガス層(オｰナリｰブ階?)はヴァノレトフ

スカヤ累層に入り砂相としてのAV皇一5層は局地性ラ

イズの西斜面と北側小ドｰムの頂部に存在するだけで

北･東･南側では砂岩が粘土･シノレト質岩に変る.

貯留層は砂岩帽岩層は厚さ15-18mのヴァルトフスカ

ヤ累層粘土一シノレト質岩である･

PK｡｡層天然ガス･油層(アプト階?)はポクｰル累層

中部層に属しPK15層は主に砂岩で構成されているが

ただ当該局地性ライズの頂部に向って次第に粘土一シノレ

ト質岩に移り変る.貯留層は砂岩であり帽岩層は厚

さ最大19mのポクｰノレ累層粘土一シルト質岩である.

逓Y,6層油層(バランジュ階)はクロムザｰ累層に属

しBV16層は砂岩と粘土層の互層で有効層厚はオフ

テウリェフ局地性ライズの西斜面から東斜面に向って

10-15%から60%まで増大する.帽岩層はクロムザｰ

累層の泥質層貯留層は砂岩部分である.

I･一3層天然ガス層(チュｰロン階コニャック階サント

ン階)はイパｰトヴォ累層下部層中にありI2-3層は泥

層･オポカ粘土層と互層した細粒･珪質砂岩からなり

厚さは最大35皿である.帽岩層はイパｰトヴォ累層

上部層スラｰヴゴロド累層ガニカ累層タｰリツァ�
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累層の泥岩および珪質泥岩(層厚180-200m)貯留層は

上記の細粒･珪質砂岩である.

1962年に本天然ガス･油田を発見した試錐102号井

が地表下403mのところから天然ガスを噴出したがそ

のときの噴出量は約2万m3/目であった.ひき続き試

験採ガスを続けたがこの天然ガス層の同井の産ガス量

は5,300-10,000m3/目で安定したと記録されている.

ヴァｰフ油田この油田はバｰフ川の左岸

セｰヴェノレノェガスコンデンセｰト田の東20kmに位

置し1964年にアレタサンドロヴォ地形クリヴォノレツキｰ

隆起体北部での反射波地震探査によって認められたヴ

ァｰフ局地性ライズに胚胎されている.この局地性ラ

イズの軸方向は南北性ヘッドは<B>反射層によると

75mガリカ累層(シャンパｰニュｰマｰストリヒドｰダン階)

によると構造は西側に開いた構造ノｰスを形づくって

いる｡

この局地性ライズに対する探査試錐は1965年に開始さ

れその最初の試錐で同年に本油田が発見された.

基盤は菱鉄鉱化粘板岩とマイロナイト化斑状変晶質片

麻岩からなりこの基盤岩層による風化殻が生成しそ

の厚さは最大10mである.この基盤岩層と風化殻上に

チュメニ累層さらにその上にジュラ系上部統白亜系

古第三系が堆積し新第三系がなく漸新統上に厚さ最

大30mの第四系が分布する.ヴァｰフ油田のこれら堆.

積被覆岩層の総層厚は2,570独から2,650mである.

本油田は3層の油層からたっている(第6表参照).

第7図バｰフ油田のJ'1層のルｰフによる

構造

1一探査試錐井

2-Jl'層のルｰフによる等深度線

3一断層4一滴水堺｡面

第8図

中オビ油困･ガス囲域

⑲サルィｰム油固域

⑳スルグｰト油困･

天然ガス田域

⑳ニシュネヴァｰル

トフスク油田･天

然ガス田域

J､'鰯油鰯(ジ｡｡ラ系上部統)はナウナク累層下部層中に

賦存しJ1∫層はヴァｰフ局地性ライズ全域にわたって発

達する細粒質のポリミクト砂岩で構成され局部的に粘

土層を來有している.この砂岩の開放孔隙率は10-22

%(平均14.8%)透水度は0･01-612ミリダノレジｰ(平

均26ミリダルシｰ)である.貯留層は上記のポリミクト

砂岩帽岩層はナウナク累層の泥岩(厚さ2-10m)で

ある.

J1鰯油鰯(ジュラ系上部統)はナウナク累層の上部層中

にありJ1層は細粒質砂岩で構成されヴァｰフ局地性

ライズの西斜面では多数の粘土薄層による粘土層化がみ

られる.貯留層はJ1層の砂岩帽岩層はゲオノレギェ

フ累層･バジェノヴォ累層･クロムザｰ累層の泥岩(層

厚100-120m)である･

逓V｡鰯油鰯(バランジュ階)はタｰラ累層に胚胎され

BV?層は細粒質砂岩からたるが砂相としてはヴァｰ

フ局地性ライズの北半だけ発達し残る部分では砂岩の

薄層を伴った泥質シルト岩に変る.貯留層は砂岩帽

岩層は厚さ4-5mのタｰラ累層泥岩である.

このヴァシュガｰン油田･ガス田区において1974年1

月1目以降に発見された炭化水素鉱床として少なくと

も8油田と3天然ガス田があるらしいがその名称と位

置はつまびらかでない..ソ連は油田や天然ガス田の名

⑦

⑨

⑧

⑧

℀

ぐ

1◎

歩

一�
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������第7表中オビ油田･ガス田区の油頭天然ガス･油1壬1の①��������

����種類�トラップ�ビｰン�産出量(1弁当り)�層圧�池水界面�����

���産出層���遮蔽層�層�温�ガス水�油圧･ガ����

�油田･ガス囲名�発見年��の�のタイプ�の口径�石油�｣コンア;■�天然ガス�界面(ガ�ス柱の高���

���の記号���の層厚�セｰ�ト�ス油界�さ����

����記号�の記号�(mm)�(m3/目)�(In8/目)�(×10s�(kg/����

Cm2)�(｡C)�������������

皿3/目)�面)標高�������������

(一m)�(㎜)�������������

����15.��サルィｰム油田域��������

125､�トゥカｰン�1969�Jo-7�O�PL�1�(480)�14�一�'�一�一�一�'

126,�チュバリスキｰ�1971�BS8�O�PL�10�3.9�一�一�一�7�2,33�10�

127.��ヴェルフネシャプシャ1972�Jo�O�L�3�8�5.5�一�一�421�10�'�⊥

128.��ヴェルフネサルィｰム1966�AS1o�0�PL�2�6�20.4�一�一�205�95�2,116�15

���AS11�O�PL�4�121�13.O�■�一�207�96�2,137�20

���Jo�O�L�4�121�150�一�■�429�129�一�一

���J5�O�ML�5�(640)�6.9�'�一�一�一�■�一

129.�サルィｰム�1965�ASlo�O�PL�8�6�48�一�一�223�102�一�i

���ASn�0�PL�8�(620)�6,1�一�一�219�102�一�一

���BS4-5�0�PL�30�4�18.7�一�一�240�98�2,375�70

���BSo(セ)�O�L�40�(455)�2.3�一�一�一�一�一�一

���BSo(10)�O�L�40�121�25�一�O.33�248�109�2,400�i

���BS16�O�ML�230�(626)�3�一�一�一�118�一�一

���BS別�0�PL�54�(645)�4.0�一�'�一�118�一�一

���Jo�O�L�15�121�850�一�150�421�128�一�'

���J2-3�O�ML�30�121�4,O�一�10�一�118�1,810�一

130.�西レンピヌイ�1964�J2-5�0�ML�20�(686)�2.49�一�O.87�一�124�一�'

て31.�プラｰヴダ�1964�AS11�O�PL�3�8�18�一�一�220�76�2,097�7

���BS4�O�PL�35�8�53.3�一�0.47�225�84�2,257�19

���BSo�O�PS�6�8�158�一�10�一�86�2,330�70

���BS7�O�PL�5�8�120�一�14�252�92�2,410�75

���BS1o�O�PL�40�8�77�一�一�239�83�2,430�50

���BS11�O�PL�19�(1,232)�10�一�一�243�84�2,436�i

���BS工｡�O�PL�5�(1,160)�3.9�一�一�i�97�一�一

���BS20一別�0�PL�40�(691)�4.1�一�一�一�87�一�■

���Jo�O�L�10�(1,168)�18.9�一�一�■�103�一�一

132.�中サルィｰム�1967�BSo�0�PS�10�8�20�一�■�232�82�2,308�13

第7表

中オビ油田･ガス田区の油頭

天然ガス･油1壬1の①

油田･ガス囲多発見年

産出層

の記号

種類

の

記号

トラップ

のタイプ

の記号

遮蔽層

の層厚

ビｰン

の口径

�洩

産出量(1弁当り)

石油

(m3/目)

コンテン

セｰ

(In8/目)

��

サルィｰム油田域

16,スルグｰト油田･天然ガス油田域

1331マロバルィｰク1966�AS{�O�PL�130��41�一�一�203�74�一�一

�AS5-o�0�PS�5��41�一�1.6�206�75�1,968�60

�BS-4�0�PL�150�(1,070)�9�一�一�一�一�■�一

�BS17�0�PL�200�63.5�18.8�一�2.O�262�96�一�一

�Jo�0�L�15�(1,189)�16�一�一�一�一�■�一

134.中バルィｰク1965�BSlo�O�PS�30�8�144�一�10�250�84�2,419�30

�BSlo�O�PL�200�(1,195)�20.4�一�】�■�一�一�一

�J18�0�PL�'�(1,250)�2,8�一�一�一�103�一�一

1351テプロフスキｰ1967�BSo�O�PS�18�8�150�一�7.5�232�74�2,242�25

�BS8�O�PM�45�8�70�一�3.5�240�79�2,298�20

�J2�O�ML�250�(1,570)�4.3�■�.�■�93�一�i

136.南バルィｰク1961�AS5-o�0�PS�10�8�54�一�■�199�67�1,947�40

�BS1�OE�PM�30�8�75.6�一�一�■�一�2,105�40�
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称や位置構造や油層などのパラメｰタｰについて別に

かくしだてする傾向にないからそのうち研究論文に触

れる機会もあるだろうと思っている.

[コ1[]2[…コ3[…コ4[コ5

〔コ16巨ヨ7塵ヨ.8国ヨ9

第9図

サルィｰム油田の構造

1一構造試錐点

ジュラ系上部統産油井一:

2一<二101=n8/目

3一ユ｡-50m9/日

4-50-!00m3/目

5-100-200ηユ3/目

6一>200m/3目

7一異常高層圧帯

8一ジュラ系上都統のルｰフによる等

深度線

9一ジュラ系上部統のルｰフによる等

屈温線

〃'''＼ミ

昀

lと'

〃

ク

〃.

〆/

�

'伽“,

パ､

“､

災_.ノ､

/一'一:｣_ソ

､(看

＼w､

“r

､､

＼,

＼

,＼

＼＼

､

､

“

べ

帥＼㌻ソ㍑7

い“

〃グ)淋､

〃.､し婚■ノノ〃･

'･ll■■■

川＼､､〃%4〃

!､'＼､タ･､〃

＼...､､二〃

＼.

�

〃

〃

�

��

�

l“＼

､､

ノ1)

鬼

�

目1

日2

Eヨ3

･4

第10図

プラｰヴダ油困

のM反射層と産

油層B4層ルｰ

フによる構造図

1一反射層M層

による等深

度線

2一産油層B生

層のルｰフ

による等深

度線

3一石油胚胎鉱

画

4一試錐点

ヴ

ア

ト

フ

オク

.百文層

1ル

ｰトス

〃

プラｰヴダ汕囚の地質断面(第10図σ)A-B線)

､二)(㍉申巾■

㌧メ

㍗ク｡

二､〆./

＼』'ノ

､)･､ξ

＼

･､

㌧

田

多

､

､､

竜克

Eヨ1

[…コ2

第11図

1一構生層2一砂岩

5一石油飽和砂岩

中バノレィク汕山

師92

3一泥岩4一シルト岩

南ノくノレィｰク汕1H

2529凸岬砕251

第12図

マｰモントヴォ油川

雅O1船1脚O

寸

･望｡oo

`2〃｡

一220θ除.

一2ω

.2如巨一

�

反射層B層による中バルィｰク油困と南

バルィｰク油田の構造

1-B1o層石油胚胎鉱画2一試錐点

窮

jφ{

灘

置引匡コ2匿ヨ3

把｡σ

20口0

㈧〰

㈲〰

刎口｡

第27図

巾バルィｰク油田･南バル

ィｰク油田･マｰモントヴ

ォ油田のI-I断面(第26

図参照)

1一油層

2一生として砂岩

獅｡3一生として泥岩�
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油田･ガス田名

発見年

136(続).

南バルイｰク1961

137.マｰモントヴォ1965

138.ウスチｰバルィｰク1961

��

��

��

�㈮

サイカチンスキｰ1966

西スノレクｰト1962

南スノレクｰト1973

フョｰドロフカ1963

143.タイロｰル1973

��

��

��

��

サヴイスキｰ1972

ヴェルシンノエ1964

ヤウンロｰル1967

フィストリンスキｰ1964

第7表

中オビ油田･ガス1ヨ区の油田

天然ガス･油田の②

産出層

の記号

��

��

��

��

ASト0

��

��

��

��

��

�㈭�

BS壬

��

��

��

��

�最

BS1o(酉)

BSm(北西)

��

�椰

�

��

��

�㈭㌀

��

�汯

BS11(西)

BS-1(南西)

��

��

AS5一冊

��

BS1(北

ス)

��

BSlo(西フ)

BSlo(東フ)

BS1o(モ)

�

AS畠

��

��

��

��

���

ASo(ミ)

種類

の

記号

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

�　

ぇ

伀

伀

伀

伀

伀

伀

伀

佇

　

　

　

　

ぇ

　

トラツプ

のタイプ

の記号

�

�

��

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

遼蔽層

の層厚

ビｰン

の口径

�洩

�

�㌴�

�

�

�

�

�

�

�

�

��

�

��

��

�

����

�〰�

�

�

�

�

�

��

�

ユ1,3

��

�

�

�

�

�

�

��㈸�

産出量(1井当り)

石油

(m田/目)

�

�

�

�

�

�

�

�

�

㈰　

㈰　

㈰　

㈰　

㈰　

㈲　

㈮�

�

�

�

�

�

�

��

��

�㌀

�

�

�

��

��

�

�

㌳�

�

�

��

��

�伀

��

�

�

�

�

コ=■アン

セｰト

(㎜3/目

��

天然ガス

(×10田

m$/目)

�

�

㌮

㈮

�

�

�

�　

�　

�　

��

��

��

�　

㈮�

㌮�

㈸�

��

�㌀

��

㌮�

㌮�

㈮㌀

�　

㈮�

層圧

��

�㈩

㈵

㈵

�

㈳

㈴

㈴㌀

㈱�

㈱�

㈱�

㈱�

㈲�

刎3

㈲�

㈲�

㈳�

㈳　

㈳�

��

�㌀

層温

(C｡)

�

�

�

�

�

�

�

6ε

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

油水界面

ガス水

界面(ガ

ス滴界

面)標高

(一㎜)

㈬㌹

㈮㌹�

��　

���

㈬㈵

㈮㌹�

㈮㌹�

��　

㈮��

㈮��

㈮�㌀

㈮�　

㈮�㌀

㈮�㌀

㈮��

㈮㌰　

㈮㌰　

㈮㌹�

㈮�　

㈮〶�

㈮��

㈮��

㈮�　

㈮㈷�

㈮㈸�

㈮㈷�

㈮㌴�

��　

���

��　

���

���

㈮〰�

��　

㈮㈵　

㈮㈵　

㈮㈵　

㈬�　

㈮㈷㌀

㈮㈹�

���

���

���

油柱･ガ

ス柱の高

さ

��

�

�

㈵

㌰

�

�

�

�

�

�

㈸

㈰

�

�

�

�

�　

�　

�

�

�

㈵

�

㈰

��

㈵

�

�

�

㈵

㈵

�

�

㌵

㈵

�

��
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B断面(第12図参照)

中バルィｰク油田と南バルィｰク油田のA

1一帯水砂岩2一石油魎胎砂岩

第14図

油田･マｰモントヴォ油田の

ランジュ階の産油層による)

産油層ルｰフの等深度線(皿)

3r一試錐点4一石油部分

油田】I一南バルィｰク油閏

幣申幽…

�

第

クバ一画才

一(1鉱ヴ

南バルイ

構造状態

2一石油胚胎

I一マｰモント

■皇

⑰

ウスチバルィｰク油田

のBS1層ルｰフによ

る構造形態

1-BS1層ルｰフの等深度線

2-BS1層石油胚胎鉱画'

3一試錐点

第28図

第26図BSlo層のルｰフによる中バルィｰク油

田･南バルィｰク油田･マｰモントヴォ

油同]構造図

1-BSlo層ルｰフによる等深度線

2一石油胚胎鉱画(外画)

3一試錐点

EヨlEヨ2Eヨ3[…コ4

第15図面スルグｰト油田群一も反射層と産油

層B一層ルｰフによる構造図

'11-B反射層による等深度線

2一産油層B1層ルｰフによる等深度線

;=3｣B1層石油胚胎鉱画

4一試錐点

g試錐

一班田｡

簸義

一2'口σ

､ミ…

一里2ω

区国2Eヨ3

瑚藺螂

�

町

　

�

■6

�

�

�

∴､

･一一

考一

峯-

㎜一

�

�

孝一一一

誉-.

..'一.

.一

隻.繋嚢

目一

､一､､､萎､嚢一二

∴嚢肇義一,慕肇

桝

..こ

鐘撃

紀

蓬姦蟹轟

lｰミミ､､一,

一一髪萎萎錘

､獲

試錐

鰯嬢蟹汽

.･hク

壊萎1緊

第29図

ウスチｰバルィｰク油田バラィジュ階上部亜階一オｰナリｰブ暗線I-I地質断面図(第28図参照)

1一油層2一生として砂岩3一生として泥岩

{〉菱､､亭､㌔ξ.

ψ胆嚢嚢琴一

匀

喀E､日-回回

�

一〃｡o

一撃ウｰ�



第7表

中オビ油田･ガス田区の油田

天然ガス･油田の③

��種類�トラップ��ビｰン��産出量(1弁当り)��層圧��満水界面�

�産出層���遮蔽層������層温�ガス水�油柱･ガ

油田･ガス囲多発見年���のタイプ��の口径�石油�����界面(カ�ス柱の高

��の�����コンテニ/天然ガス����ス油界�さ

�の記号���の層厚���セｰド�����

��記号�の記号��(m㎜)�ms/目)��(×10s�(kg/���

���������CIn2)�(C｡)�面)標高�

�������ms/目)�m8/目)���(一m)�(m)

147(続).フィストリンスキｰ1964�AS9(ブ)�O�PS�6�8�49�一�2.7�196�56�1,915�15

�BS1(ブ)�0�P§�35�8�133�一�5.7�208�62�2,045�20

�BS2-8(ミ)�O�PS�40�8�70�一�3.2�210�59�2,048�30

�BS2-8(ブ)�O�PS�5�8�80�一�O.8�214�58�2,048�25

148.北ミンチムカ1969�AS7-8�O�PS�7�8�47�一�2.1�199�57�1,908�35

149.西ミンチムカ1969�AS7-8�GO�PS�2�8�'�1.9�152�■�一�`�一

�J2�0�ML�30�(773)�2.O�一�i�■�一�i�一

150.ヴァチム1970�ASo-io�0�PM�1O�2�3.2�一�一�203�56�一�一

�J1�◎�PM�55�10�9.5�一�一�一�一�一�一

151.二!マリヤｰ1971�AS9-1o�0�PS�10�8�51.2�一�1.7�2�64�2,035�10

152.リャン1･一ル1966�ASo-lo�OG,�PS�15�8�150����63�2,035�

�������一�640�210��2,045�50

153.ダイバ1968�AS日�OG�PS�10�8�67��600�209�60�2,012�

�������一�����

���������　

154.タンヤウン1966�ASo�OG�PS�10�10�103�■�405�208�60�2,015�

�������㌵��

155.トゥトリム1971�ASo�OG�PS�10�8�7.9�■�158�210�60�2,O05�8

�������〳�

156､アレノ･1971�AS8�O�PS�60�10�76�一�3.4�217�74�2,130�40

157.ロバトｰユガｰン1971�AS9�O�PS�15�10�67�■�3.4�219�74�2,150�15

�AS12�O�PL�35�(19)�1012�一�O.5�一�'�一�一

�BSl�O�PL�20�(915)�12,7�一�O.6�一�88�一�一

158.アイピｰム1968�AS12�O�PL�30�30.8�2.25�i�一�一�一�i�i

159.デカｰブリ1969�Jo�O�L�一�121�5.O�一�一�285�118�一�一

160.ヴユルフネリャｰミン1970�Jo�O�L�一�121�4.O�i�O.4�一�119�一�一

161.テヴリ1971�BS16�O�PL�120�2�5.74�一�一�一�一�2,560�10

162､ココルィム1972�BS16�0�PL�140�8�29�一�2.8�255�84�2,528�28

�BS-4�O�PL�10�8�52�一�2.1�255�84�2,630�､35

�J1�0�ML�45�8�52�一�4.O�281�88�2,725�30

163.コニトロｰル1972�BS16�0�PL�100�一�416�一�`�一�一�2,575�一

�BS17�O�PL�15�(641)�3.O�■�一�■�一�2,600�一

�BS22�O�PL�25�(1,532)�3.O�一�i�一�一�i�i

164.ホルモゴルスキｰ1973�BSlo�O�PS�15�8�74�一�2.3�253�85�一�一

�BS11�O�PS�10�8�132�■�5.9�25�87�一�一

165.ニシュネソルトィム1974�AS12�0�PS�一�4�25�一�一�23�6�2,280�一

166.トロムエガｰン1975�AS12�0�PS�一�一�■�一�一�一�■�一�一

�

㈸

㌵

㌰

17.ニシュネヴァｰルトフスク油田･天然ガス波田域

ユ67.ポフホフスキｰ1972�BV8�0�PS�60�8�83�一�5.O�一�一�2,542�70

168.ヴァチエガｰン1971�AV1-2�O�PL�25�4�17�一�O.7�195�62�1,885�35

�BV8�O�PS�一�8�83�一�一�一�i�一�'

�BV20�O�PL�65�121�2.5�一�O.05�280�90�2,735�10

�J1�O�ML�1OO�(1,112)�212�一�O.05�`�90�一�一

169.ポカチュプスキｰ1971�AV1�O�PL�一�(990)�6,7�'�O.2�182�68�2,810�45

�AV2�O�PL�一�8�63�一�3.5�189�69�2,810�36

�AV4�O�PS�14�8�140�一�9.O�194�75�1,890�23

�BV6(北)�O�PS���2.O�i�一�一�■�2,260�12

�BVo(西)�0�PS���90.�一�5.�一�一�2,25�10

�BV6(中央)�O�PS���10�i�5.�i�'�2,25�25�
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第17図画スルグｰト油田および南スルグｰト油剛こおける産油層

BSlo層中の炭酸塩団塊(A)と随伴ガス中のC02(B)分布

a一試錐点b一滴水界面｡一産油層ルｰフの等深度線

d一貯留層の尖滅境界

e一高濃度帯(A一炭酸塩B-C02)

f一着油中のC02含有率9一団塊存在係数

第ユ6図

A-B(第15図)地質断面

1一天然ガス胚胎砂岩

2一石油胚胎砂岩

3一帯水砂岩

4一泥岩･粘土

5一シルト岩

第18図

産油層ASg-lo層のルｰフによるリ

ャントｰル石油･天然ガス日ヨの構造

1-ASg-1o層ルｰフによる等深度線

2一天然ガス胚胎鉱画

3一石油胚胎鉱画

4一試錐点

I一ヴォストキノ局地性ライズ

II一コマリヤｰ局地一性ライズ(コマ

リヤｰ油閏)

皿一夕ンヤウン局地性ライズ(タイ

ヤウン油田)

IV一ダイバ局地性ライズ(ダイバ天

然ガス･油田)

V一トゥトリム局地性ライズ(トゥ

トリム天然ガス田)

Vトリャントｰル局地性ライズ(リ

ャントｰル石油･天然ガス田)

〃■

雛

邪

･一く㌃

1南

第19図

リャントｰル石油･天然ガス田産油･ガス層断面図

1一生として砂岩2一生として粘土

3一天然ガス4一石油

4!､

■､=:;:

[竈a､圃b圓｡

第20図ホルモゴルスキｰ油田構造図

a一構造試錐点b一地震反射層

C一地質断面線(省略)

�

松ち

諏淡無

.ク炉

ζ一'

1一

州鋤葎讐雫階産油層_プによる二

瞭醸…籔/-llアｰ/フス1地11

毒残瀞狐�



一57一

策7表

中オビ油田･ガス田区の油田

天然ガス･油田の④

油田･ガス田名発見年

産出層

の記号

種類

の

記号

トラップ

のタイプ

の記号

遮蔽層

の層厚

ビｰン

の口径

�洩

産出量(1弁当り)

石油

(m8/目)

コンァン

セｰド

(皿3/日)

天然ガス

��㌀

m8/目)

層圧

��

�㈩

層温

(C｡)

池永界面

ガス水

界面(ガ

ス油界

面)標高

(一m)

油柱･ガ

ス柱の高

さ

��

169(続).ポカチェフスキｰ1971�BV6(中･東)�O�PS��8�13�■�4.1�23�83�2,250�40

�BVo(東)�O�PS��8.3�130�一�6.6�一�■�2,242�20

�BV8(北)�O�PS��8�85�一�■�一�■�2,36�12

�BV早�O�PL��6�153�一�8.5�253�8�2,350�30

�Jl(南西)�O�PML�80�8�73�一�4.5�■�一�2,6;�8

�J一(北西)�O�PML�80�6�151�■�一�■�一�2,670�18

�J1(中･東)�O�PL�80�8�43�■�一�一�一�2,672�22

170.ポカマゾフスキｰ1972�J1�O�ML�50�1,�105�一�4.2�283�89�2;台87�30

171.ウリエフスキエ1972�AVl-2�0�PL�40�8�111�一�4.5�179�73�1,760�.30

�BV6�O�PM�20��115�一�一�216�78�2,108�1O

�BV8�0�PL�20�4�8.6�一�一�226�80�2,180�一

��〉��〉�㈷�����㌱�〳����　

172.北ウリエフスキエ1973�AVl一望�O�PL�40�121�26.6�■�一�一�73�■�一

�BV21�O�PL�10�1,OOO�2.2�一�一�■�99�2,498�一

173.ポトチュノエ1974�BV8�O�PS�15�8�116�一�一�232�9�2,240�20

�BV6�O�PS�15�665�220�■�一�228�72�2,160�20

174.ロコソヴォ1963�BV6�O�PS�16�8�119�一�5.4�221�83�2,161�35

�BV7�0�PL�10�8�90�一�5.O�231�85�2,182�30

175.北ポクル1964�AVl�O�PL�18�8�148�一�4.5�177�72�1,697�67

�AV2�0�PL�2�8�172�一�6.O�177�75�1,697�30

�AV壬�OE�PL�8�8�134�一�3.5�183�75�1,759�10

�BVo�O�PL�8�8�36�一�1.1�198�77�1,915�30

�BV個(西)�O�PS�15�8�230�一�8.5�214�94�2,101�25

�BV1�OE�PL�3�8�111�一�1.2�198�85�1,938�10

�BV個(中央)�O�PS�14�8�116�一�4.6�208�89�2,095�15

�BV6(東)�O�PS�15�8�147�一�7.4�216�89�2,093�30

�BV8(酉)�0�PS�70�8�12�■�■�223�93�2,215�45

�BV8(東)�O�PS�70�8�170�一�一�■�一�2,191�40

�BVo�O�PS�10�8�170�一�713�221�90�2,191�20

176.ヴァｰチニ/スキｰ1963�AV一�O�PL�20�8�140�一�7.O�179�71�1,693�42

�AV2�0�PS�3�8�140�一�7.5�181�72�1,690�35

�BVo�O�PS�5�8�180�一�9.0�192�80�1,859�25

�BV一�O�PS�4�8�185�一�7.4�194�82�1,876�15

�BV壬�0�PS�5�8�170�一�8.5�一�一�1,950�17

�BV6(中央)�O�PS�10�8�75�一�5.3�203�84�2,017�17

�BV個(北)�O�PS�10�8�199�一�一�207�87�2,050�25

�BV7�O�PS�5�8�130�一�9.1�一�一�2,050�10

�BV8(北)�O�PS�20�8�190�一�18.O�220�90�2,125�22

�BV8(南)�O�PS�25�8�250�一�18.O�222�90�2,131�46

�Jl�O�PM�22�8�56�一�4.5�一�一�2,420�15

177.メｰギオン1961�AV1�O�PL�20�8�288�一�一�173�70�1,693�20

�AV2(東)�0�PL�3�(15)�O.2�一�一�一�一�1,693�1O

�AV2(南)�O�PL�2�8�80�一�一�■�一�1,693�15

�BV8(北)�0�PM�35�8�166�■�一�218�89�2,109�10

�BV8(南)�0�PS�35�8�250�一�19.0�216�89�2,121�56

�J1�O�PML�40�20�47�一�1.3�240�98�2.435�80

�

㈰

�

㌰

�

�

㈲

㌰

㌰

�

㌰

㈰

㈰

㌵

㌰

�

㌰

�

㌰

㈵

�

�

㌰

�

�

㈰

�

㌵

㈵
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中オビ油国･ガス田区

この油田.ガス田区(第8図)には構造型系列の炭化

水素鉱床も確認ずみでありいずれの系列のものにも

単純形態のものも複合形態のものも知られているが多

層油田が多く1974年1月1日現在で233油層9天然

ガス層15天然ガス･油層3ガスコンデンセｰド層か

らなる68油田7天然ガス･油田が発見されている(そ

のうちの16油田が稼行中).それらの基本パラメｰタｰは

第7表の通りである.

この油田･ガス同区は西シベリアでもっとも多くの

油層が集中する油田開発の中心区である.労働者の

集中配置と資本の集中運用をもって不足がちの労働人

口と過熱傾向の資本投資の有効性･効率の向上をはかる

にはこの油同ヨ･ガス田区は快適といえる.

この油岡･ガス田区の複雑構造系列の油田を代表する

メ

�

�

㌀

�

�

第23図ソスニノ地区のB8層ルｰフによる構造形態

1一反射層rB｣の等深度線2-B8層ルｰフによる等深度線

3一産油井4一構造試錐点5一断層

I一ソスニノ局地性ライズ(ソスニノ滴囲)

正一ソビエｰト局地僅ライズ(ソビエｰト油田)

皿一メドヴェｰデフ局地性ライズ(メドヴェｰデフ油国)

第22図

メｰギオン油禺のB8層

のルｰフによる構造形態

1一試錐点

2一石油胚胎鉱画

(外画と内面)

花2"

〃〃

〃浴θ

獲

[コ1

Eコ2

�

�

㌀

国

1･･146＼日3

､国

N＼

④“[コ4

糞塾雛1

､幻･

第刎図ソスニノ油田･ソビエｰト油田･メドヴェｰデフ

油田の産油層V1層ルｰフによる構造形態

1一石油胚胎鉱画の外画2一試錐点

第25図

ソビエｰト油田のヴァルトフスカヤ累層ルｰフによる構造形態

と産油層A1の地質断面

1一試錐点2一産油層A1の等深度線

3一泊水界面4一秒過帯上限標高一(1,650～1,654)m城

5一秒過帯上限標高一(1,触1～1,647)m域

6一石油胚胎砂岩

7一帯水砂岩�
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策7表中オビ油田･ガス田区･の油田

天然ガス･油田の⑤

油禺･ガス周多発見年

産出層

の記号

種類

の

記号

トラツフ

遮蔽層

のタイフ

の層厚

の記号

ビｰン

の口径

(皿血)

産出量(1弁当り)

石油

(m割/目)

ヨンアン

セｰド

(m3/同)

天然カス

��㌀

㎜g/目)

層厘

(たg/

Cm里)

層温

(C｡)

難1譜

面)標高

(一m)(m)

178.アガｰン1965�AV1�0�PL�20�(930)�33.2�■�i�一�一�1,693�一

�B6�O�PL�3�8�90�一�3.1�'172�70�2,055�35

�BV目�0�PS�90�8�201�｣�22.O�221�79�2,178�一80

�BV9�O�PS�4�8�210�一�一�一�一�2,178�50

�BV19�O�PL�70�(700)�2�一�一�一�一�2,336�55

�BV22�O�PL�5�一121�10.2�一�一�246�73�2,345�10

179.ムィブバイ1969�J1�O�PML�25�121�3.5�一�一�一�一�i�〒

�AV1�O�PS�20�8�76�一�一�一�■�1,683�33

�AV2�0�PS�5�8�134,4�■�一�一�一�1,683�28

�BV8(西)�0�PS�35�8�127�一�一�■�■�2,110�20

�BV8(東)�0�PS�30�8�182�一�6.5�210�83.5�2,110�60

�BV1o(東)�O�PS�40�(897)�23�一�一�一�7.1�2,200�60

180.サモトロｰル1965�PKl�G�M�700�121�■�■一�200�一�一�一�16

�AV1�OG�PS�20�8�66�一�500�170��1,610�

����������

�AV呂一繧�O�PS�2�8�137�一�22�180�62�1,693�108

�AV壬一5�0�PS�20�8�163�■�26�182�62�1,693�63

�AV6�0�PM�5�8�58�i�■�182�62�1,750�10

�BV8�O�PS�5�8�200�一�20�218�72�2,076�115

�BV1o�O�PS�15�8�47�'一�1.9�215�75�2,200�85

�BV'10�0�PS�20�8�160�■�22�220�75�2,157�100

�BV11�O�PS�5�一�■�一�■�一�一�2,167�100

181.赤リシェチェルノゴルスク1969�AV1�0�PS�26�8�82�一�一�173�56�1,685�70

�AV2�O�PS�10�8�62.1�一�一�169�53�1,685�20

�BV8�O�PL�5�8�131.8�■�一�216�80�2,108�25

�BV1o(西)�O�PS�25�(618)�6.7�一�i�226�70�2,200�10

�BVlo(東)�0�PS�30�6�16.5�一�一�223�75�2,230�35

�Jl�O�ML�13�8�82.3�■�3.6�245�87�2,435�35

182.マロチェルノゴルスク1969�J1�O�IML�40�8�63�■�一�245�88�一�一

�BVo�0�PS�一�60�20�一�一�一�i�一�一

183.ソロミンスカヤ1971�J1�O�PM�30�6�26�一�i����

��������■�251�80�2,505�20

�������

184.エルマコヴォ1962�AV2�O�PL�65�63.5�2.�一�一�■�一�1,670�10

185.ストレジェヴォイ1968�Jl(酉)�0�PM�40��83.�一�5.6�254�21�2,51�38

�J1(東)�O�PM�40�8�70.1�･�4.9�256�26�2,51�14

186.ヴァルトフスカヤｰソスニノ1962�AV1�0�PS�14��16�i�10�172�57�1,65�45

�AV2-8�O�PS�1��1b�一�`�一�一�ユ,671�19

�AV壬�O�PL���2�一�0.�183�一�1,71�10

�BV1�O�PS�1��14�一�14.1�19�■�1,87�10

�BV2�O�PM��3�2�一�■�一�59�1,90�10

�BV4-5�O�PL��8�111�■�7.2�20�一�1,97�30

�BV7�O�PL��8�2�i�2.7�一�一�2,OO�15

�BV8�O�PS��8�12�一�11.�209�74�2,030�20

�BV1o(東)�O�PS�3��200�一�150�219�7�2,11�45

�BV1o(南)�O�PM�2�一��一一�i�■�一�2.14�7

�BVlo(酉)�0�PS�4��10�■�4.�218�8��2.14025

�J1�0�PM�3�8�2�一�1O.�254��一2.14010�

�J2�O�ML�30�(1,300�6.�一���一一一2.4807��

㈰

�

㈵

��
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策7表中オビ油田･ガス田区の油田

天然ガス･油田の⑥

油国･ガス田名発見年

産出層

の記号

種類

の

記号

トラップ

のタイプ

の記号

遮蔽層

の層厚

ビｰン

の口径

(m㎜)

産出量(1弁当り)

石油

(m8/目)

コンァン

セｰド

(m8/目)

天然カス

��㌀

m副/目)

層圧

��

Cm雪)

層温

(C｡)

池水界面

ガス本

界面(カ

ス油界

面)標高

(一皿)

油柱･ガ

ス柱の高

さ

��

(続)�J{�0�PLS�10�8�90.4�一�3.6�278�90�2,675�30

187.マロレチェンスキｰ1965�J1�O�PS�30�8�146�一�10�245�90�2,427�40

188.アｰレンカ1964�BVlo�O�PM�10�8�20�■�一�'�一�2,073�8

189.マチュシュキンスカヤ1969�Jl�O�PML�80�121�13.4�一�O.77�一�■�一�■

190.北レドｰヴィ1972�J1�0�PML�80�121�3.O�一�■�一�一�2,543�25

191.南レドｰヴィ1972�J2�0�PML�80�121�10.O�■�一�一�一�一�一

�������

192.チュメｰ二1971�PKlo�G�PM�17�10�一�一�62.7�167�57�■�一

�PKlo�O�PM�13�121�17�一�■�176�65�■�■

�AV1�G�PL�10�18�■�1.O�420�182�57�一�一

�AV里�G�PL�2�8�一�7.O�152�184�61�一�一

�AVs�G�PL�6�8�'�O.9�150�189�61�一�一

�AV5�O�PL�7�8�12.3�■�■�198�65�一�一

�AVo�O�PL�4�8�111.7�■�6.25�201�65�一�一

�AV8�O�PL�12�8�9.4�一�2.9�209�70�2,063�'

�BVl�O�PL�3�(153)�5.7�■�■�220�71�2,090�■

�BV3�O�PL�4�8�63.7�■�1.O�223�73�2,127�一

�BV4�0�PL�1O�8�121�■�12.3�224�74�■�■

�BV6�O�PL�10�8�102�一�7.2�229�78�一�■

�BV5�0�PL�5�6�13.3�一�O.35�226�76�一�一

�Jl�0�PML�40�8�158�一�6.3�268�83�■�一

193.グンエガｰン1973�BV8�O�PS�13�8�72.8�一�O.46�233�75�2,270�20

194.ユｰゴルスキｰ1973�BV8�O�PS�10�(960)�2.1�一�'�一�69�一�'

195.ヴァンエガｰン1974�PK1�G�M���������

�J一�0�PS�30�8�165�■�一�267�78�2,540�■

196.ヴァリエガｰン1970�PKl�G�M�500�28.6�一�■�629�83�一�737�32

�AVo�G�PL�■�10�一�一�159�179�61�1,719�一

�AV8�G�PL�一�14�一�一�126�182�61�1,762�一

�BV8�GC�PL�20�16�■�71.2�415�202�62�一�一

�BV4�O�PL�15�6�23�一�■�7�66�1,930�一

�BV后�0G�PL�6�12�162�一�303�199�68.O�一�一

�BVo�OG�PS�30�12�106�一�465�210�75�2,021�一

�BV7�OG�PS�10�12�76,2�一�350�205�71�一�■

�BV8�OG�PS�40�14�131�一�560�210�73�■�一

�BVo�O�PS�15�8�152�一�37.6�210�72�一�`

�BVlo�O�PS�55�10�149�一�72.5�220�80�■�■

�BVlo�OG�PL�150�8�160�一�342.5�249�86�一�i

�Jl�GC�PS�30�8�■�2�98�'�83�2,420�100

�Jl�GC�PM�10�10�'�85.O�153�一�83�2,420�90

197.北ヴァリエガｰン1971�BV8�O�PS�50�10�202�■�1.1�240�77�2,307�25

�J1o�0�PS�60�8�130�一�18.4�280�89�2,745�145

�J1�O�PSL�15�8�31.6�■�6.9�280�90�2.745�130

198.ポリシェコトウフタ1972�J1�O�MPA�45�(1,770)�5.2�一�i�■�一�一�一

199.ノンクｰエガｰン1974�BV5-o�O�PS�20��������

�BVo�O�PL�50�(500)�1.2�■�■�一�一�一�一�
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ものとしてほマｰモントヴォウスチｰバルィｰク

フョｰドロフカサモトロｰルヴァルトフスカヤｰソ

スニノの各油田がある.

マｰモントヴォ油田チュメニ州ハントィｰマ

ンシｰスク民族管区ネフテユガｰシスク市の南西に位置

しスルグｰト地形ビｰム隆起体の南部で1964-1965年

に行荏われた反射法地震探査で発見されたマｰモント

ヴォオチムカカルカテｰエフスコエの3局地性ライ

ズに胚胎されている.その軸方向は南北に近く<B>

層によるヘッドは40-60mである(第14図).その

BS1o層の上面でとると上記3体の局地性ライズは

一2,390皿の等深線で一体化するがそのときにはオチ

ムカ局地性ライズが単斜構造体となる.BS1層でとる

とカラカテｰエフスコエ局地性ライズ部分も単斜構造に

変りライズ全体のヘッドは60mとなる.

この地での探査試錐は1964年に始められその第一発

の試錐(第240号井)で本油田が発見された(第14図).

基盤にはまだ1本の試錐井しかきりこんでいない.

その上にまずチュメニ累層下部層が分布しさらにそ

の上にジュラ系上部統白亜系古第三系が堆積して

いるが新第三系を欠き漸新統上部階のジュラフスキ

ｰ累層の上位に厚さ50mの第四系カミのっている.この

マｰモントヴォ油田の堆積層の総層厚は2,860-2,920m

である.

本油田では5層の油層が把握されている(第14図).

その産油層は地表下1,920mから2,460mの間に分布し

それぞれBS11層BS1o層BS8層AS5-6層AS4層と

よばれている.

思S｡､鰯油癩(バランジュ階)はメｰギオン累層南バノレ

ィク層に属しBS11層はシルト岩と泥層の薄層を爽

有した砂岩からなる.この砂岩は局地性ライズの頂部

に向って泥一シノレト岩に変り油層は同ライズの東斜面

に分布し遮蔽層はメｰギオン累層の粘土層(厚さ10-

15m)である.貯留層は砂岩で孔隙型その開放孔隙

率は18-20%透水度は最大100ミリダノレジｰである.

油層のガス要素は50m3/tその他のパラメｰタは第7

表にかかげてある.

巫Sユ｡鰯油癩(バランジュ階)もメｰギオン累層南バル

ィク層に属する.しかしBS11層は油田全域に発達

し泥層とシルト岩層の薄層を伴った細粒質･中粒質

のポリミクト砂岩で構成されこの砂岩(孔隙型貯留層)

の開放孔隙率は18-22%透水度は1!3-180ミリダノレジ

ｰまでであるが東にたるほど泥層の薄層が多くなり

貯留性も悪くなる.遮蔽層は厚さ26-32血の粘土層

である.トラップの石油充填係数は1に等しい､

原油はナフテンｰメタン系で比重はO.872(油水界面部)

から0,886(トラップ頂部)ガス要素も55-60が/tから

35-40m3!tまで変化しS含有率も1.10%から1.35-

1.40%まで変化し珪酸ゲノレピッチとアスファノレテンの

含有率の和も9.5-!0%から11-1!.5%まで変化する.

思S･煽油鰯(バランジュ階)はヴァノレトフスカヤ累層

テプロフスキｰ層に属する.BS8層はレンズ状の泥

層とシノレト岩層の薄層を伴った砂岩(孔隙型貯留層)で構

成されその砂岩の平均開放孔隙率は22%透水度は

100ミリダノレジｰよりも大きい.遮蔽層はヴァノレトフ

スカヤ累層の厚さ22-25mの泥層である.油層のガス

要素は39m3/t原油中のガス飽和圧は85kg/cn2である.

AS｡一｡鰯油層(バレｰム階)はヴァノレトフスカヤ累層

上部亜累層上部層に属しAS5-6層そのものはシノレト岩

層と粘土層の薄層を爽有する砂岩(孔隙型貯留岩)で構成

されシノレト岩層と粘土層の薄層の量はAS5-6層の中

位部に向って多くなる.遮蔽層は翼部ではヴァノレト

フスカヤ累層上部層の厚さ20mの泥岩層頂部ではヴァ

ルトフスカヤ累層上部層とアノレィｰムカ累層の厚さ120

mの泥岩層である.

AS｡層油層(バレｰム階)はヴァノレトフスカヤ累層の

最上部層に属しAS{層はマｰモントヴォ局地性ライズ

東斜面に分布するだけでありシノレト岩と泥層の薄層を

伴った砂岩で構成されている.この砂岩が貯留岩であ

りアノレイｰムカ累層の泥岩(厚さユ20m)が遮蔽層であ

る.

このマｰモントヴォ油田は1970年から開発され同

年に原油48.6万t随伴天然ガス10億m31972年に原

油419.8万t随伴天然ガス14億m3の生産実績をあげ

年間130万t前後の原油の生産増を続けた.現在も稼

行中であるが現在の生産量はさだかでない.

ウスチｰバルィｰク油田この油田はスノレクｰ

ト市の西ネフテユガｰシスクの町の近郊オビ河の河

水域下に位置しウスチｰバノレィｰク局地性ライズとソ

ノレキノ局地性ライズに胚胎されている.この2ヶ所の

局地性ライズはいずれも1959年にスノレクｰト地形ビ

ｰム隆起体中央部で反射法地震探査によって発見された

ものでそのライズの軸方向は南北に近く｢B｣反射

層によるヘッドは125m暁新統タリツク累層によるヘ

ッドは15mである.�
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ソルキノとウスチｰバルィｰクの両局地性ライズに対

する探査試錐は1960年に開始され翌1961年にソノレキノ

局地性ライズでまづ本油田の存在が確認された.

基盤は2本の試錐で明らかにされており蛇紋岩で構

成されている.この基盤岩上表部には厚さ10m前後

の風化殻が発達する.その基盤岩と風化殻の上位にチ

ュメニ累層下部層さらにその上位にジュラ系上部層

白亜系古第三系カミ重なり新第三系を欠き漸新統上

部階に厚さ30mの第四系がのっている.そして本油

田の堆積層の総層厚は3,060-3,300mである.

本油田は14層の油層(第7表)で構成され(第28･29図)

その油層の分布深度は地表下1,920mから2,696mである

がJo層(IOo層)BS20層(BC｡｡層)BS21層(BC.o

層)BS7層(BC｡層)一ジュラ系バランジュ階バ

レｰム階一からも油徴がえられている.

品癩油鰯(カロｰブ階下部層)はチュメニ累層上部

層に属するものでJ2層は砂岩･シルト岩･泥岩の互層

で構成され孔隙型の貯留層を形づくっている.本油

困のソルキノ区で安定した産油を続けている.

亙S､｡癩油鰯(ペリアス階)はメｰギオン累層のアチモ

フ層に属し地層はシノレト岩と泥層を爽在する砂岩層で

開放孔隙率が15-20%透水度は1.5-26.4mDであり

孔隙型と割れ弓型の貯留層を形成し油層は層状である

が産油量は少ない.

ある.

狸S･･偏西油層(バランジュ階)はメｰギオン累層上部

層に属しウスチｰバルィｰク局地性ライズの北東部に

分布する.BS1o層はシルト岩と泥岩の薄層を伴った

砂岩で構成され第502号井で少量の産油がみられる.

この油層は層状で孔隙型貯留層に胚胎されライズ上

位の堆積相遮蔽によって複雑な形態を示している.

溜S｡層油煽(バランジュ階)はヴァルトフスカヤ累層

下部層に属しBSg層は砂岩の薄層を爽在したシルト岩

からなる.その砂岩の量はウスチｰバルィｰク局地性

ライズのドｰム頂部に向って多くなり北に向って粘土

化が強くなっている.この油層はウスチｰバノレィｰク

局地性ライズの部分にだけ存在しソルキノ局地性ライ

ズには胚胎されていない.油層は孔隙型貯留層中の層

状と塊状のものでBSg層の走向方向の堆積相遮蔽を受

けている.

BS｡癩油癩(バランジュ階)はヴァルトフスカヤ累層テ

プロフ層に属し油層はソルキノ局地性ライズの部分に

のみ分布する｡ウスチｰバノレィｰク局地性ライズでは

BS8層がソルキノ局地性ライズの場合よりも上位に存在

するにもかかわらず石油は集積していない.BS8層

は泥岩と石灰岩の薄層を伴った砂岩からなる.油層は

孔隙型貯留層中で層状ドｰム状を呈する.

巫S.o煽東油煽(バランジュ階)はメｰギオン累層アチ

モフ層に胚胎されBS1o層そのものは前記ライズの東

斜面から南東斜面に発達しシルト岩と泥岩の薄層を爽

在した砂岩からなりシルト岩と泥岩の量はライズの頂

に向って増大する.砂岩の開放孔隙率は平均23%透

水度は平均460mDである.西に向って泥岩層が多く

なるためその方向に貯留性が劣化している.また

ライズの西斜面ではBS1o層が砂相となって再び現わ

れる.油層は層状であるがライズの上位に向って

また地層の走向方向にも堆積相バリアのために形は少し

複雑と怒っている.南部ではマｰモントヴォ油田に

つながり原油はナフテンｰ芳香族一メタン質であり

含S分カミ1.0-1.47%と高い.

逓S1｡綴北西浦鰯(バランジュ階)はメｰギオン層上部

層に属しソルキノ局地性ライズの北東部に分布する.

地層そのものはシルト岩と泥岩の薄層を爽在した砂岩

である.産油量は少なくトラップの石油充填係数は

1に等しい.油層は孔隙型貯留層による層状のもので

巫S｡鰯油鰯(オｰナリｰブ階)はヴァルトフスカヤ累層

ウスチｰバルィｰク層下部層中に存在しBS5層は泥岩の

レンズ状薄層を伴った細粒質ポリミクト砂岩からなる.

この砂岩の開放孔隙率は22-25%透水度は最大300mD

でありウスチｰバルィｰク局地性ライズの部分だけが

石油で飽和されている･貯留層は孔隙型油層は層状

･ドｰム状である.

RS"｡煽油鰯(オｰナリｰブ階)はヴァルトフスカヤ累層

ウスチｰバルィｰク層の小規模たレンズ状の砂岩(厚さ2

m)に胚胎されウスチｰバノレィｰク局地性ライズのドｰ

ム部に分布し全側面を堆積相遮蔽された層状を示す.

巫S'･煽油癩(オｰナリｰブ階)はウスチｰバルィｰク局

地性ライズのドｰム部の小レンズ状砂岩層(厚さ1.5m)

に胚胎されている.

BS些癩油層(オｰナリｰブ階)はヴァルトフスカヤ累層

ウスチｰバルィｰク層中部層に胚胎されBS4層は細粒�
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および中粒質砂岩からなる.その開放孔隙率は最高22

%透水度は200-1,200mDであるが油層はウスチｰ

バノレィｰク局地性ライズにだけ分布し孔隙型貯留層中

の層状ドｰム状のもので産油量はBS5層の場合に

次いで大きい.

逓S｡.｡癩油煽(オｰナリｰブ階)はヴァルトフスカヤ累層

ウスチｰバルィｰク層上部層に胚胎されウスチｰバル

ィｰク局地性ライズの範囲にだけ分布している.BS2-3

層は粘土層の薄層を伴った細粒質および中粒質の砂岩で

構成され北部ではBS2-3層の中部に厚さ2-5mの厚

さの安定した粘土層が認められる.砂岩の開放孔隙率

は20-25%透水度は最大1,000mDで産油量はBS4

層の場合と同様である.油層は層状ドｰ今状で貯

留層タイプは孔隙型である.

逓S1鰯油煽(オｰナリｰブ階)はヴァルトフスカヤ累層

ウスチｰバルィｰク層に属し1BS1層は前述のふたつの

局地性ライズにわたって発達しレンズ状泥岩層を爽在

した細粒ないし中粒質砂岩で構成されている.この砂

岩の開放孔隙率は20-25%透水度は300-1,000mDだ

がライズの翼部に向って泥岩層が多くなり貯留性が悪

くなる.この貯留層の充填係数は1に近い.油層は

孔隙型貯留層における層状ドｰム状のもので産油量

はBS2-3層の場合よりもやや多めである.原油はナフ

テンｰ芳香族一メタン系で比重は0,875-0,895ガス

要素は45-50m3/tから30-35m3/tS含有率は1.22

-1.7%に達している.

AS｡綴油癩(ハレム階)はヴァルトフスカヤ累層上部亜

累層中部層に属しAS7層そのものはソノレキノ局地性ラ

イズのドｰム部に発達するだけであり産油量も多くな

いがシルト岩と泥岩の薄層を伴った細粒質砂岩からな

り開放孔隙率は21-25%透水度は40-468mDである.

貯留タイプは孔隙型油層は層状を示す.

この油田は1964年に採油に入り!965年の産油量388.1

×103tが1973年の13,700×103tに年々増加しつづけ

その間の総産油量が64,553×103tに達し1977年以後

ようやく生産量が一定してきたようである.なお随

伴天然ガスの生産は1970年に始まり1973年までの4年

間に3,000億m3に達しその後も年間1,200億m3前後の

生産を続けているものと思われる.

(つづく)

≡新刊紹介1

同位体地質学講議集

�捴��楮�潴潰敇���

地質年代学ならびにいわゆる同位体地質学の研究分野

の進展はめざましいものがある.本書は既存の解

説書とは異なり現在の広い意味の同位体地質学の解説

をヨｰロッパのアノレプス造山帯地域を対象に生きた

講議録となっている.実際に1977年の野外巡検を含め

たスイスの大学での同位体地質学の講議の内容を前

半の年代測定法と後半の安定同位体地質学とに分けて

まとめたもの.

それぞれの内容は招待教授講師を加えて23篇.

前書きRb-Sr法K-Aτ法40Ar-39Ar法U-Th-Pb

法pb-Pb法鉛同位体地球化学フィッション･トラ

ック法同位体拡散論マントルの同位体ならびに微量

元素地球化学始生代年代学スイスの結晶質岩の年代

ヨｰロッパ大陸の進化オフィオライトの年代学鉱物

と岩石の安定同位体地球化学水循環と水素｡酸素同位

体石油地球化学の炭素同位体及び硫黄同位体という項

目がおもなものである.

講議集の内容は地質学者はもちろん学生大学院生

向けのもので方法論の基本原理実例をもりこんだ親

切なものである.スイスの大学での講議であるために

ヨｰロッパアルプスの話題も豊富である.地球規模の

同位体地質学的モデノレも安定同位体地質学的視野から

展開されておりその内容の新しさも加えて読みごたえ

がある.近年の地質年代学と同位体地質学全般につい

て知りまた興味をもつために絶好注書物が出版された

とよろこぶ人が多いと思う.
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